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なぜ「#️こども家庭庁いらない」は生まれたのか？ 
国民の期待と現実のギャップが招いた誤解の核心に迫る！

こども家庭庁の産みの親のひとりである参議院議員・山田太郎氏に 

ベビーカレンダーが突撃インタビュー！  
 

 

子育てを取り巻く課題が山積する中、「#こども家庭庁いらない」といった厳しい声が SNS で見られます。2023

年に発足したこども家庭庁に対して、社会は何を誤解し、何を求めているのでしょうか。 

 

日本最大(※)の育児支援サイトを運営する株式会社ベビーカレンダー（旧社名：株式会社クックパッドベビー、

本社：東京都渋谷区、代表取締役：安田啓司、以下「ベビーカレンダー」https://baby-calendar.jp/）は、こど

も家庭庁の存在意義を改めて問い直すべく、提唱者のひとりである参議院議員・山田太郎氏にインタビューを実

施しました。制度への期待とギャップ、社会構造のゆがみ、そして「子どもを主語にする」という価値観の転換

について、山田氏の考えをうかがっています。 

※2024 年 11 月時点において各メディア（当社選定競合メディア４社）が発表している月間 PV 数（当社調べ）において 

 
 
「#️こども家庭庁いらない」厳しい意見の背景にある誤解 

 

近年では 

「こども家庭庁は何をしているのかわからない」 

「こども家庭庁を解体して補助金を配れば問題は解決するのでは」 

「子育て世帯ばかりが優遇されているような気がする」 

など、制度への疑問や不安、誤解が SNS などで噴出しています。 

 

そこで今回、こども家庭庁の理念・本来の役割・課題の本質を、発足の中心にいた当事者である山田太郎氏に

うかがうことで「子どもを主語にした社会」をともに考えるきっかけとなればという思いから、インタビューを

実施しました。 

 

 

2023 年に発足したこども家庭庁について、参議院議員・

山田太郎氏は「設立の目的はまだ十分に果たせていない」

と語ります。 

 

こども家庭庁は少子化対策の省庁と誤解されがちですが、

設立の目的は「今いる子どもの命と育つ環境を守ること」。

子どもたちを取り巻く深刻な問題、いじめ重大事態や虐

待などは依然として減っておらず、子どもの自殺が絶え

ない今、目的達成にはまだ時間がかかりそうだと述べて

います。 

 

その一方で、「#こども家庭庁いらない」といった厳しい

声が上がる背景には、発足時の期待が大きかったこと、そして政策が現場に届くまで時間を要する“理想と現実

のギャップ”があると分析。現在は自治体と連携し、地域ごとの課題や現場の声を政策に反映するプロセスを強

化している段階だと説明しました。 

 

山田氏は、必要なのは制度を整えるだけでなく、社会全体の価値観を「子どもを主語にする視点」＝「こどもま

んなか」へ転換すること、子どもの声を中心に据えた先に本当の解決があると考えます。こども家庭庁の仕事は、
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社会全体が子どもを主語にできる仕組みを整えることと言えるでしょう。 

 

▼詳細はこちら 

「#こども家庭庁いらない」厳しい意見が飛び交うこども家庭庁。産

みの親、参議院議員 山田太郎氏に突撃取材！明かされた本来の役割

とは？【参議院議員 山田太郎氏インタビューvol.1】 

https://baby-calendar.jp/smilenews/detail/101745 

 

 

 

 

「#️こども家庭庁いらない」は「解体して 1,000 万円を配っては？」と
いう声にまで！山田氏はどう考える？ 

 

ネット上では「こども家庭庁を解体して予算を個人に

配れば良いのではないか」という意見も散見されます。

しかし山田氏は、いじめ・不登校・虐待・ヤングケアラ

ーといった深刻な課題は、現金給付だけでは解決でき

ないと指摘します。 

 

税金の使い方において重要なのは「平等」ではなく「公

正」。困っている子どもや家庭に必要な支援を確実に届

けるためには、社会全体で子どもや家庭を支える仕組

みを育てていくことが欠かせないと強調しました。 

 

また、山田議員は「こどもまんなか社会は、国が作るも

のではなく国民とともに育てるもの」と主張します。社

会を変えるのは政府ではなく、国民の意思。自治体に現場の声を届けることが、国民の声を政策に反映させるこ

とになるのです。 

 

自治体の相談窓口へ困りごとや改善要望を伝える、パブリックコメント（意見募集）に参加してみる、自治体の

議員さんや地域の子育て担当者さんが開催する説明会や報告会にいってみるなど、現場の声を届ける方法はさま

ざま。また、SNS や地域メディアを活用し課題や事例を発信することも一案です。 

 

「国民が声を上げ、自治体が動き、国が制度を整える。この循環が動き出したとき、初めて“こどもまんなか社会”

が実現します」と語る山田氏。国民の声の積み重ねによって社会が動き出す未来を描いていました。 

 

 

▼詳細はこちら  

「子ども一人あたりに 1,000 万円配ったほうが有意義！」それっ

て本当？その先に待ち受けている未来とは【参議院議員 山田太郎

氏インタビューvol.2】 

https://baby-calendar.jp/smilenews/detail/101746 
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ベビーカレンダー編集部より 
 

こども家庭庁に向けて SNS で寄せられる「何をしているのか

わからない」「期待外れだ」といった声の背景には、子育てに

対してのば苦戦とした不安や、本来はもっと、子育てしやすい

世の中になっていくはずだ」という期待があるのだと、日々多

くの読者の声に触れるなかで強く感じていました。 

 

今回の取材で山田議員が語った「こども家庭庁は子育ての何で

も屋ではない。子どもは社会全体で育てていくもの」 という

言葉には、まさにハッとさせられました。 

 

制度だけでなく、社会そのものの価値観を“子どもを主語”に変

えていく——。 それは行政だけの努力では成し得ず、私たち

大人一人ひとりの意識と行動が欠かせないのだと実感しまし

た。 

 

山田太郎氏とベビーカレンダー編集長 二階堂 

 

メディアである私たちにできることは、現場のリアルな声を丁寧にすくい上げ、 制度の動きと生活者の実感と

のあいだにある溝を少しずつ埋めていくことだと、今回の取材を通してより明確になりました。 

 

ベビーカレンダーはこれからも、子どもと家庭の声を起点に、 社会全体が“こどもまんなか”に近づいていくため

の情報を、わかりやすく、誠実に届けていきます。 

この記事が、私たち一人ひとりが「こどもまんなか社会」をつくる当事者であることを考えるきっかけになれば

幸いです。（ベビーカレンダー編集長／二階堂美和） 

 

 

＜「ベビーカレンダー」メディアに関して＞ 

『ベビーカレンダー』は、月間 PV 数 3.1 億 PV、会員登録数が年間約 36 万人、総勢約 100 名の医師・専門家

が監修する妊娠・出産・育児の情報を網羅した日本最大（※）の育児支援メディアです。妊娠してから赤ちゃん

が 2 歳になるまでの間、赤ちゃんの成長に合わせ、元雑誌編集経験者を中心とした 20 名以上の編集者が質の高

い記事を毎日提供します。 

※2024 年 11 月時点において各メディア（当社選定競合メディア４社）が発表している月間 PV 数（当社調べ）

において 

ニュースリリースはこちら▶https://corp.baby-calendar.jp/information_tax/release 

 

＜運営会社「ベビーカレンダー」に関して＞ 

社名：株式会社ベビーカレンダー（https://corp.baby-calendar.jp）  

※2021 年 3 月 25 日 東証マザーズ（現グロース市場）上場 

本社所在地：〒151-0053 東京都渋谷区代々木 1-38-2 ミヤタビルディング 10F 

代表者：代表取締役 安田啓司 

設立年月日：1991 年 4 月 

主要事業：メディア事業、医療法人向け事業 

多くの医療専門家監修による、日本最大の PV 数を誇る育児支援メディア「ベビーカレンダー」を運営。ベビー

カレンダー以外にも、女性のライフスタイルにあわせた情報提供メディアを展開し、事業を拡大中。 

 

 

＜運営メディア一覧＞ 

■ベビーカレンダー：医師・専門家監修の妊娠・出産・育児の情報メディア 

URL：https://baby-calendar.jp/ 

■ウーマンカレンダー：オトナ女子によるオトナ女子のためのアンチエイジングメディア 
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URL：https://woman-calendar.jp/ 

■ムーンカレンダー：生理・恋愛・美容 女性たちのリアルがわかるメディア 

URL：https://moon-calendar.jp/ 

■シニアカレンダー：シニア情報メディア 

URL：https://kaigo-calendar.jp/ 

■シッテク：恋愛・結婚＆マッチングアプリ紹介メディア 

URL：https://moon-calendar.jp/sitteku/      

■赤ちゃんの名づけ・名前ランキング：赤ちゃんの名前、よみのランキング検索メディア 

URL：https://baby-calendar.jp/nazuke/ 

■ヨムーノ：忙しくても「くらしをもっと楽しく賢く！」くらし情報メディア 

URL：https://yomuno.jp/ 

 

＜公式 SNS からも最新情報更新中！＞ 

Instagram ：https://www.instagram.com/babycalendar/ 

YouTube  ：https://www.youtube.com/channel/UCFblSCmHFCkHiFXsrcksuhA 

Facebook ：https://www.facebook.com/babycalendar/ 

Ｘ(旧 Twitter)：https://twitter.com/baby_calendar 

TikTok   ：https://www.tiktok.com/@babycalendar_official 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社ベビーカレンダー 担当：高橋 千尋 

TEL：03-6631-3600 FAX：03-6631-3601 MAIL：info@baby-calendar.jp 

※本調査内容をご使用いただく際は、出典の記載をお願い申し上げます。また、画像データ等の改変はご遠慮ください。 

 


